
認定こども園・保育所等における、不適切保育の防止対策が一層求められている中、保育の質の更なる向上に繋
げていくため、ホットラインの相談・受付時間の延長や、LINEによる受付を実施する。
また、法的対応が必要となる相談にも応じられるよう、外部専門家（弁護士）の助言を受ける仕組みを加えるなど、
相談・受付体制の拡充を図る。 〔R5年10月中の開始を予定〕

趣旨・目的

体制 対応フロー図

認定こども園・保育所等ホットラインの拡充

【想定相談】
○労働問題
(違法な退職推奨等)
○会計関係
(不明瞭会計等)
○園内事故関係
(園児の負傷等) 等

【想定通報内容】
・保育室や園庭等の施設
（狭い､寒い・暑い､危険等）

・職員・園（給与未払い･勤務
条件･園内の事故等）

・教育(時間､内容が不十分等）
・食事(内容､量､与え方等）

①電話相談
実態把握

(聴取、現地調査)
↓

必要に応じて
改善指導等

県健康福祉事務所
市 町
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(カウンセリング専門業者)

【問い合わせ先】
福祉部こども政策課 078-362-3215

【相談件数】

年度 R1 R2 R3 R4 R5(見込)

件数 146 149 193 225 500

＃7350

＃7350


